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建屋から採取した多数のコンクリートコア強
度に基づく評価ではなく、非破壊検査法・解析
評価法を用いた合理的な健全性評価法の構
築を目指す

浜岡1号機コンクリートを用いた
健全性評価研究

中部電力 原子力安全技術研究所 横倉 一洋

研究の目的

本研究の創意性

・実機の様々な箇所から試料を採取し、高経年化
コンクリートデータベースを構築

・非破壊検査法について、実機にて有効性を検証

・数値解析法について、データベースを活用し、適
用性を検証

将 来 性

・高経年化コンクリート構造物に対する維持・管
理の高度化
・コンクリート構造物に対する余寿命評価の合
理化
・各種プラントでのコンクリート構造体に対する
運転期間中の健全性評価への活用

特 長

試験の結果

まとめと課題

まとめ
 採取した全ての供試体の圧縮強度は、「設
計基準強度」（22.5N/mm2）を上回り、構
造体コンクリートとしての健全性を確認

 試験結果分析から、強度増加メカニズムを
解明

今後の課題
建設年代の異なる2～5号機を対象とした
フェーズⅡ研究を昨年度に終えており、これ
までの成果公表により、今後の各種学会指
針類への研究成果反映を目指す

試験の状況

コアボーリング

コアサンプル

圧縮強度試験

ＭＳトンネル 使用済み燃料プール

■：ライニング材施工面
■：エポキシ系塗装面

↓設計基準強度
強
度

部材厚

内壁

含水率分布

含
水
率

部材厚

圧縮強度分布

強度増強のメカニズム

Al2O3

SiO2

pH

CaO C-(A)-S-H+

アルカリ濃度の増加

水酸化カルシウム

強度増進

K2O

Na2O
H2O

長石系

骨材

・原子炉建屋から約700体の供試体を採取し
各種試験を行い、データベース化
・本研究で得られた成果の逐次公表

供試体

～ 新たな高経年コンクリートの評価法を目指し、実プラントを調査・分析しました ～
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